
1 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         

百
年
時
代
の
人
生
戦
略 

  
 
 
 
 
 

副
会
長 

 

保
坂
武
雄 

英
国
の
学
者
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン

に
よ
る
、
長
寿
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

表
題
の
本
が
出
た
。
先
進
国
で
２
０
０

７
年
に
生
ま
れ
た
子
供
の
半
数
が
１
０

０
歳
を
超
す
、
特
に
日
本
は
突
出
、
子

供
達
の
半
数
が
１
０
７
歳
を
超
す
と
言

う
。
長
寿
は
幸
せ
な
事
で
あ
る
が
、
高

齢
に
達
し
て
、
若
々
し
く
楽
し
く
過
ご

せ
て
こ
そ
で
あ
り
、
そ
の
為
の
準
備
が

大
切
と
論
じ
て
い
る
。
個
人
や
家
族
、

企
業
、教
育
機
関
や
国
に
関
し
て
説
明
、

具
体
的
な
提
言
を
し
て
い
る
。 

個
人
に
対
す
る
提
言
で
は
、 

＊
７
０
歳
台=

私
達
の
世
代
、 

＊
４
０
歳
台=

私
達
の
子
供
世
代
、 

＊
１
０
歳
台=

私
達
の
孫
世
代
、
の

３
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
て
対
処
す
べ

き
事
柄
を
丁
寧
に
分
析
し
論
じ
て
い
る
。 

        

突
き
詰
め
れ
ば
、「
最
後
ま
で
若
々
し
く
、

楽
し
い
生
活
を
保
て
る
為
の
資
産
を
蓄

え
る
こ
と
で
あ
り
、
資
産
と
言
っ
て
も

２
種
類
あ
る
。」
そ
う
だ
。 

「
有
形
の
資
産
」
は
お
金
や
株
式
、
住

ま
い
や
土
地
の
こ
と
、
こ
れ
を
稼
い
で

蓄
え
る
必
要
が
あ
る
。
有
形
資
産
に
つ

い
て
は
、
若
い
世
代
に
比
べ
、
今
の
私

達
世
代
は
恵
ま
れ
て
い
る
。
仕
事
を
辞

め
て
か
ら
比
較
的
早
く
一
生
を
終
え
る
、

国
の
年
金
等
も
何
と
か
間
に
合
う
。
と

こ
ろ
が
、
子
供
世
代
は
、
も
う
少
し
大

変
に
な
る
。
そ
し
て
孫
達
世
代
は
も
っ

と
難
し
く
な
る
。
先
進
国
で
は
支
え
ら

れ
る
人
口
が
増
加
、
支
え
る
人
口
が
激

減
、
年
金
制
度
は
崩
壊
す
る
。
こ
れ
ま

で
の
２
０
年
学
ん
で
、４
０
年
間
働
き
、

そ
の
後
を
数
年
で
終
え
る
３
ス
テ
ー
ジ

の
時
代
が
崩
れ
、
５
０
年
か
ら
６
０
年

も
働
く
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
時
代
に
な

る
。
急
速
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
絶
え

ず
つ
い
て
行
く
為
に
働
き
の
途
中
で
も 

        

繰
り
返
し
学
び
、
職
種
を
変
え
つ
つ
、

給
与
の
か
な
り
の
割
合
を
預
金
し
て
お

く
必
要
も
あ
る
と
言
う
。 

「
無
形
の
資
産
」
と
は
お
金
に
は
換
算

出
来
な
い
も
の
だ
。
健
康
や
才
能
、
地

位
、
家
族
や
友
人
な
ど
、
有
形
の
資
産

以
上
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
を
増
や
し
、
維
持
す
る
に
は
、

お
金
を
増
や
す
以
上
に
積
極
的
に
、
慎

重
に
、長
期
間
努
力
す
る
必
要
が
有
る
。

乱
暴
に
扱
っ
た
り
、
放
置
す
れ
ば
直
ぐ

に
目
減
り
し
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。 

本
文
は
４
０
０
頁
で
、
多
く
の
頁
を

割
い
て
無
形
資
産
の
種
類
や
重
要
性
に

つ
い
て
繰
り
返
し
説
明
、
政
府
や
教
育

機
関
、
企
業
が
如
何
に
超
高
齢
化
社
会

に
対
処
す
べ
き
か
を
提
言
し
て
い
る
。

子
供
や
孫
の
世
代
に
力
点
が
お
か
れ
た

秀
悦
の
未
来
経
済
学
で
あ
る
。こ
れ
を
、

私
た
ち
の
視
点
で
要
約
す
れ
ば
「
一
に

お
金
、
二
に
健
康
、
三
に
友
達
」
と
よ

く
言
う
通
り
に
近
い
。 

寿
命
に
関
わ
る
直
近
の
話
題
２
件
。

第
一
は
「
生
保
、
死
亡
保
険
料
下
げ
」

日
本
で
は
２
０
０
５
年
に
比
べ
２
０
１

５
年
に
、
全
て
の
年
齢
層
で
、
死
亡
率

が
２
０
％
程
も
下
が
っ
て
い
る
の
で
、

来
年
か
ら
の
保
険
料
が
少
し
下
が
る
。

理
由
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
，
運
動
や

食
事
等
の
健
康
志
向
、
そ
し
て
自
殺
と

交
通
事
故
死
の
減
少
だ
。
自
殺
は
年
間

３
万
人
か
ら
２
万
５
千
人
に
、
交
通
事

故
死
は
２
万
７
千
人
か
ら
１
万
３
千
人

に
減
っ
て
い
る
。
但
し
、
高
齢
者
が
増

え
、
医
療
保
険
料
は
上
が
る
よ
う
だ
。 

第
二
は「
米
国
白
人
労
働
者
の
死
亡
率
」

の
ニ
ュ
ー
ス
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
・
米
疾
病
予
防

管
理
セ
ン
タ
ー
の
発
表
に
よ
れ
ば
２
０

１
６
年
、
米
国
の
死
亡
率
が
１
０
年
ぶ

り
に
上
昇
し
た
と
言
う
。肥
満
、薬
物
、

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
自
殺
等
の
現
象
で
、

白
人
労
働
者
に
偏
っ
て
い
る
と
言
う
。 

=

健
康
な
生
活
が
寿
命
に
も 

つ
な
が
る
の
だ
。=

 

健
生
会
、
今
年
度
も
「
健
康
と
生
き
が

い
を
追
求
」
し
ま
す
。
若
々
し
く
、「
自

分
達
の
健
康
も
楽
し
み
も
自
分
達
で
」

守
り
ま
し
ょ
う
。楽
し
く
話
す
、学
ぶ
、

歩
く
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
、
サ
ー
ク

ル
活
動
、
そ
し
て
季
節
の
行
事
な
ど
、

毎
月
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
奮
っ
て
参

加
し
ま
し
ょ
う
。 

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 
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● 

健
康
便
り 

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
に
つ
い
て 

薬
剤
師 
岡
田
陽
子 

「
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
」
と
は
、
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
菌
が
つ
く
る
毒
素
で
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
は
神
経
に

作
用
し
て
麻
痺
さ
せ
ま
す
。 

 

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
繁
殖
し
毒
素
を
産

生
し
た
食
品
を
食
べ
る
の
が
「
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
症
」
の
一
般
的
な
原
因
で
す
。 

食
べ
て
８
～
３
６
時
間
で
筋
肉
が

弛
緩
し
、
吐
き
気
や
嘔
吐
が
出
た
り
、

物
が
二
重
に
見
え
た
り
、
手
足
に
力
が

入
ら
な
い
、
食
べ
物
を
飲
み
込
み
に
く

い
等
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。 

放
置
す
る
と
、
呼
吸
筋
の
麻
痺
に
よ

る
呼
吸
困
難
な
ど
を
起
こ
し
、
短
時
間

で
命
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
は
土
壌
や
海
・
川
な

ど
の
泥
砂
中
に
よ
く
い
る
菌
で
珍
し
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
酸
素
の
少
な
い
環
境

を
好
む
菌
な
の
で
、
缶
詰
め
や
瓶
詰
め

（
自
家
製
含
む
）、容
器
包
装
詰
め
食
品

（
レ
ト
ル
ト
）
が
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
食
中
毒

の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

毒
素
自
体
は
、
８
０
℃
で
３
０
分
加

熱
で
毒
と
し
て
の
力
を
失
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
芽
胞

（
種
の
よ
う
な
形
態
）
は
、
加
熱
や
乾

燥
に
強
く
、
１
２
０
℃
４
分
以
上
の
加

熱
殺
菌
が
必
要
で
す
。（
１
０
０
℃
で
は

長
時
間
加
熱
し
て
も
殺
菌
で
き
ま
せ

ん
。） 

 

容
器
包
装
詰
加
圧
加
熱
殺
菌
食
品

（
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ
食
品
）
や
大
部
分

の
缶
詰
は
、 

１
２
０
℃
４
分
間
以
上
の

加
熱
が
さ
れ
常
温
保
存
で
き
ま
す
。 

が
、
レ
ト
ル
ト
の
形
で
も
こ
の
条
件

に
合
っ
た
加
熱
を
し
て
な
い
製
品
も
あ

り
「
１
０
度
以
下
で
保
存
」
等
の
記
載

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
常
温
保
存

す
る
と
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
な
ど
の
繁
殖
に

つ
な
が
る
危
険
が
あ
る
わ
け
で
す
。 

保
存
は
記
載
通
り
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
し
て
、
容
器
が
妙
に
膨
ら
ん
で
い

る
場
合
は
、
菌
の
繁
殖
が
疑
わ
れ
る
の

で
、
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
の
が
蜂

蜜
を
原
因
と
す
る
「
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

症
」
に
よ
る
死
亡
例
で
す
。 

乳
児
は
ま
だ
腸
管
内
に
善
玉
菌
が

し
っ
か
り
作
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
芽
胞
が
混
じ

っ
た
食
べ
物
（
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
繁
殖

は
せ
ず
、
芽
胞
が
つ
い
て
い
る
だ
け
）

を
口
に
し
た
と
き
、
そ
の
芽
胞
が
腸
で

発
芽
・
増
殖
し
て
し
ま
い
、
そ
の
産
生

す
る
毒
素
で
、
前
述
の
よ
う
な
症
状
が

出
ま
す
。
こ
れ
を
「
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

症
」
と
言
い
ま
す
。 

「
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
」
は
致
死
率

は
低
い
の
で
す
が
、
今
回
、
全
国
で
初

め
て
死
亡
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

食
品
に
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
芽
胞
が
つ

い
て
い
て
も
大
人
に
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
乳
児
は
抵
抗
力
が
十
分
で
は

な
く
、
注
意
が
必
要
な
わ
け
で
す
。 

 

昭
和
６
２
年
に
厚
労
省
が
通
達
を
出

し
て
以
来
、「
蜂
蜜
は
一
歳
未
満
の
乳
児

に
は
与
え
な
い
」
と
知
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
再
確
認
を
し
ま
す
！ 

      
●
「
歩
こ
う
会
」
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
橋
昌
子 

４
月
８
日
（
土
曜
日
）
あ
い
に
く
の

小
雨
の
中
、
集
合
場
所
で
小
坂
さ
ん
か

ら
、
今
日
の
歩
こ
う
会
は
中
止
に
し
ま

す
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
集
ま
っ

て
い
た
６
人
は
、
せ
っ
か
く
来
て
い
る

の
だ
か
ら
行
き
ま
し
ょ
う
と
、
す
ぐ
に

話
が
決
ま
り
出
発
し
ま
し
た
。 

途
中
新
宿
で
都
営
新
宿
線
に
乗
り

換
え
て
新
宿
御
苑
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 
 

入
口
で
は
手
荷
物
検
査
が
有
り
ま

し
た
が
、時
間
も
ま
だ
早
か
っ
た
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
入
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

新
宿
御
苑
は
徳
川
家
康
の
家
臣
内

藤
氏
の
江
戸
屋
敷
の
一
部
で
、
戦
後
国

民
公
園
と
し
て
、
一
般
公
開
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
約
６
５
種
、
１
１
０
０

本
の
桜
が
植
栽
さ
れ
、
特
色
溢
れ
る
桜

を
は
じ
め
、
春
の
花
が
さ
き
そ
ろ
い
、

今
が
１
年
で
最
も
に
ぎ
や
か
な
春
爛
漫

の
季
節
で
す
。
桜
は
満
開
で
、
こ
ん
な

に
色
々
な
種
類
の
桜
が
有
る
の
だ
と
知

り
ま
し
た
。 

 

 

苑
内
に
は
、イ
ギ
リ
ス
風
自
然
庭
園
、

フ
ラ
ン
ス
式
整
形
庭
園
、
日
本
庭
園
が

巧
み
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
明
治
を
代
表

す
る
近
代
西
洋
庭
園
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
広
さ
は
約
１
８
万
坪
あ
る
そ
う
で

す
。
外
国
人
観
光
客
は
多
く
色
々
な
国

の
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
大
温
室
は
広
大
な

建
物
で
、
滝
や
、
小
さ
な
池
が
あ
り
、

各
県
や
世
界
の
珍
し
い
植
物
、
花
、
果

実
が
見
ら
れ
、
こ
こ
も
見
所
の
一
つ
で

す
。
昼
食
は
各
自
で
持
参
し
た
お
弁
当

を
美
し
い
庭
園
を
見
な
が
ら
頂
き
、
そ
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の
後
解
散
に
な
り
ま
し
た
。 

持
っ
て

行
っ
た
傘
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
鶯
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
少
し
濡
れ
た
緑
や
花

が
い
っ
そ
う
美
し
く
映
え
、
春
を
満
喫

で
き
た
歩
こ
う
会
で
し
た
。 

 

●
「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
」 

映
画
鑑
賞
・
報
告 

 
柳
瀬
紀
子  

４
月
１
１
日
（
火
）
１
３
名
参
加  

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ネ
マ
豊
島
園
に
て

「
ラ
イ
オ
ン 

２
５
年
目
の
た
だ
い
ま
」

を
鑑
賞
。  

 

当
日
は
春
の
冷
た
い
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
シ
ア
タ
ー
内
は
満
席
、
作
品
の

注
目
度
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
映
画
は
サ
ル
ー
・
ブ
ラ
イ
ア
リ

ー
氏
の
実
体
験
を
原
作
と
し
た
実
話
！

イ
ン
ド
の
貧
困
の
中
で
暮
ら
す
５
歳
の

サ
ル
ー
が
迷
子
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
養
子
に
出
る
ま
で
の
過
酷
な

日
々
が
丁
寧
に
し
か
も
叙
情
的
に
描
か

れ
る(

子
役
の
演
技
と
魅
力
が
す
ご

い
！
！
）
前
半
。 

後
半
は
立
派
な
青
年
に
成
長
し
た

サ
ル
ー
が
、
微
か
な
記
憶
を
た
ど
り
グ

ー
グ
ル
ア
ー
ス
を
駆
使
し
て
自
分
の
家

を
捜
し
当
て
、
本
当
の
家
族
に
会
い
に

行
く
と
い
う
奇
跡
の
よ
う
な
事
実
と
、

そ
れ
ま
で
の
葛
藤
と
苦
悩
が
描
か
れ
ま

す
。  

グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
と
い
う
現
代
の

知
能
が
注
目
さ
れ
る
作
品
で
す
が
、
全

編
を
通
し
て
感
じ
る
の
は「
家
族
の
愛
」

愛
あ
っ
て
こ
そ
の
奇
跡
だ
と
思
い
ま
し

た
。 

「
た
だ
い
ま
」
と
二
つ
の
家
族
に

言
え
た
サ
ル
ー
。
私
も
「
た
だ
い
ま
」

と
言
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
静
か

な
感
動
の
涙
を
ぬ
ぐ
っ
た
後
は
、
参
加

の
皆
様
と
高
田
健
治
さ
ん
を
交
え
て
楽

し
く
ラ
ン
チ
。
映
画
の
感
想
を
皆
で
共

有
で
き
る
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。
「
鑑

賞
会
」 

な
ら
で
は
…
で
す
！
映
画
で
感

情
の
幅
を
広
げ
て
、
ラ
ン
チ
で
お
な
か

の
幅
も
広
げ
た
充
実
の
時
間
と
な
り
ま

し
た
。  

貴
方
も
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
で
楽
し
い

時
間
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
？
お
待
ち
し 

て
お
り
ま
す
。 

   
 
 
 

         

    

                            

                       

《
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
》 

第
５
７
回 

高
田 

健
治 

「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
」 

 

シ
ャ
ロ
ン
は
内
気
な
性
格
で
学
校
で 

は
オ
カ
マ
と
か
ら
か
わ
れ
、
い
じ
め
っ 

 

 

 

 

◆ 第７回 楽しい集い 「みんなのおんがくかい」のお知らせ！ 
♪～栢の実合唱団＝青い山脈・シャボン玉・山の乙女・春の喜び・他４曲 

♪～指笛楽友会＝涙そうそう・森の水車 ・夏の思い出・花の街・上を向いて歩こう 他４曲 

♪～練馬シルバー・コーラス＝夜明けの歌・もののけ姫・心の窓にともし灯を・みどりのそよ風 他 

♪～ハーモニック・サンライフ＝学生時代・テネシーワルツ・小さな喫茶店・黒い瞳 他 

▼プロの出演者 

♪～ソプラノ歌手 塩 谷

しおのや

 靖子

のぶこ

 

「日本の四季を歌う」 

さとうきび畑・舟歌・早春賦・蘇州夜曲 他３曲 

ピアノ伴奏  塩 谷 多衣 

🎷～サキソフォン演奏 藤本三四朗
さんしろう

 

 太陽がいっぱい・エデンの東・愛の賛歌  他 

 

日時：６月１３日（火）  １２：３０開場 

             １３：００開演 

場所：練馬区立生涯学習センター・ホール 

    協賛金 500円    （練馬区役所裏）  

問合せ＝ 菅原 3991-7620  内田 3992-8338 

主催 ＮＰＯ法人 健生会（けんせいかい） 

練馬区社会福祉協議会歳末助け合い運動募金助成金事業 

     

・・・小 銭 募 金 集 計 のお知らせ・・・ 

＊２８年度末で締め切りました募金の金額は５７５４円になりました。皆様のご協力を頂き有難うご

ざいました。この募金は練馬社会福祉協議会を通して、社会に役立てて頂きます。 

尚引き続き募金を継続致しますのでご協力頂ける方は役員にお渡し下さい。 

ご協力頂いた方（敬称略） 

＊ 笠井典子  内田稚代  坂根洋子  高村直子  菅原美佐子  

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

   

新
会
員
紹
介 

高
野
台
３ 

吉 

野 

百 

代 

様 

横
浜
市 

 

園 

部 

照 

雄 

様 

横
浜
市 

 

小
和
田 

恭
巳

き
よ
み 

様 

豊
島
区 

 

錦 

織 
 
 

舞 

様  
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《
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
》 

第
５
８
回 

 

高
田
健
治 

「
ノ
ー
・
エ
ス
ケ
ー
プ 

=
自
由
へ
の
国
境=

」 

 

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「
メ
キ
シ
コ
と 

の
国
境
に
壁
を
作
る
」
と
の
発
言
に
世 

界
中
が
注
目
す
る
中
、
不
法
入
国
を
試 

み
る
モ
イ
セ
ス
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
１ 

５
人
の
移
民
た
ち
、
車
が
故
障
、
５
０ 

度
を
超
え
る
砂
漠
を
歩
い
て
、
自
由
の 

国
を
目
指
す
事
に
す
る
。
突
如
襲
い
か 

か
る
銃
弾
、
襲
撃
者
は
正
体
不
明
。
水 

無
し
、
武
器
な
し
、
通
信
手
段
な
し
、 

彼
ら
の
逃
走
劇
は
成
功
す
る
の
か
？ 

 

極
限
の
サ
バ
イ
バ
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
。 

メ
キ
シ
コ 

仏 
 

監
督 

ホ
ナ
ス
・
ク
ア
ロ
ン 

５
月
５
日 

 
 
 
 

星 

４
つ 

「
ア
ム
ー
ル 

愛
の
法
廷
」 

 

法
廷
の
厳
格
な
裁
判
長
と
言
わ
れ
て

い
る
ミ
シ
ェ
ル
は
家
に
帰
れ
ば
犬
に
し

か
相
手
に
さ
れ
な
い
、
生
き
る
喜
び
に

無
関
心
な
中
年
男
だ
。
或
る
日
、
殺
人

罪
に
問
わ
れ
た
貧
し
い
若
者
の
裁
判
で

陪
審
員
と
し
て
集
ま
っ
た
市
民
達
の
中

に
、
彼
が
６
年
前
に
事
故
で
入
院
し
た

際
、
麻
酔
医
と
し
て
担
当
し
て
く
れ
た

コ
ト
レ
が
い
た
。
彼
女
は
、
彼
が
告
白

は
し
て
い
な
い
が
、
思
い
続
け
て
き
た

忘
れ
得
ぬ
人
だ
っ
た
。
法
廷
の
場
で
何

度
か
会
う
う
ち
に
、
ミ
シ
ェ
ル
は
彼
女

に
願
い
を
伝
え
る
。
法
廷
と
言
う
理
性

の
場
と
中
年
の
恋
と
言
う
感
性
が
織
り

な
す
上
質
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。 

 

セ
シ
・
バ
ベ
ッ
ト
・
ク
ヌ
ッ
セ
ン
が

魅
力
的
な
女
性
を
好
演
。 

仏 
 

監
督 

ク
リ
チ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン 

 

５
月
１
３
日 

公
開 

 

星
５
つ 

「
家
族
は
つ
ら
い
よ 

２
」 

 

３
世
代
同
居
の
平
田
家
、
７
０
歳 

近
い
周
造
は
マ
イ
カ
ー
で
の
外
出
が
楽 

し
み
、
車
に
へ
こ
み
傷
が
目
立
ち
始
め 

た
た
め
、
高
齢
者
危
険
運
転
を
心
配
し 

た
家
族
は
彼
に
免
許
証
を
返
上
さ
せ
る 

こ
と
を
画
策
、
頑
固
親
父
を
誰
が
説
得 

す
る
か
が
問
題
だ
。
そ
ん
な
雰
囲
気
を 

察
し
た
周
造
は
、
死
ぬ
ま
で
運
転
し
続 

け
る
と
言
い
張
る
。
あ
る
日
、
周
造 

は
酔
っ
払
っ
た
末
、
故
郷
の
高
校
同
級 

生
を
自
宅
に
泊
め
る
が
、
そ
の
夜
友
人 

が
息
を
引
き
取
っ
て
し
ま
う
。
パ
ト 

カ
ー
は
来
る
、
警
察
は
来
る
、
平
田 

家
は
て
ん
や
わ
ん
や
の
大
騒
動
。 

さ
す
が
山
田
監
督
、
笑
い
と
涙
の
超

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
。 

松
竹 

監
督 

山
田
洋
次 

５
月
２
７
日 

 

星 

５
つ 

 

◆ 

お
知
ら
せ 

 

◆
「
ま
ゆ
の
会
」 

＊
５
月
１
日
（
月
）
１
３
時
～ 

場
所   

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
・
２ 

作
品 

段
々
巾
着
の
続
き
（
仕
上
げ
） 

持
ち
物    

針
を
除
い
た
裁
縫
道
具
、 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

物
差
し 

 

＊
６
月
５
日
（
月
）
１
３
時
～ 

場
所 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
・
２ 

作
品 

柿
渋
止
め
の
ネ
ッ
ク
レ
ス 

材
料
費 

１
０
０
０
円 

事
前
に
電
話
で
申
込
下
さ
い
。 

浜
ま
で 

☎ 

０
３
・
３
９
９
０
・
１
６
６
１ 

 

◆ 

「
歩
こ
う
会
」 

担
当 

小
坂 

茜 

五
月
六
日
（
土
） 

平
和
記
念
資
料
館
・
新
宿
中
央
公
園 

大
江
戸
線
練
馬
駅 

８
時
３
０
集
合 

練
馬
駅
～
都
庁
前
～
住
友
ビ
ル
（
見
学
） 

新
宿
中
央
公
園 

 

資
料
館
は
無
料 

 

参
加
者
は
事
前
に
連
絡
下
さ
い
。 

小
坂 

０
９
０
～
２
３
０
６
～
０
４
２
９ 

 
御
寄
付 

 

福 

澤 
 

幸 
雄  

様 

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

    

   
 
 

 

４
月
⒒ 

日(

火) 

映
画
鑑
賞
会 

 

上
映
作
品 

「
ラ
イ
オ
ン 

２
５
年
目 

 

の
た
だ
い
ま
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集
合 

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ネ
マ
豊
島
園

時
間 

１
回
目
の
上
映
時
間
１
０
分
前

昼
食 

全
満
楼
（
中
華
） 

 
 
 
 
 

問
合
せ
先 

長
谷
川
ま
で 

 
 
 
 

☎ 

０
３
・
３
９
９
１
・
０
７
１
３ 

 

 
 
 
 
 
 

  

【
４
月
役
員
会
報
告
】 

ＮＰＯ法人健生会 第３３回 定期総会のお知らせ 

   日時：平成２９年５月２５日（木） 
会場：ココネリ・ホール３階（練馬北口隣接産業プラザビル） 

           受付９時３０分  開始１０時～１２時  

＊活動方針や予算を検討する大切な総会です。サークル・ボランティア活動の動きを知る良い機会です。 

皆様万障お繰り合わせの上ご出席下さい。特に新会員の方は会の様子などが解る良い機会ですので、 

是非ご出席ください。 ＊当日はお菓子のお土産を用意しております。 

■ 当日、本年度の会費 3,000円、家族会員 4,000円を会計受付にて納入してくださいますよう宜しく

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://sozai-good.com/wp-content/uploads/2017/01/free-illust-197.jpg&imgrefurl=https://sozai-good.com/archives/63631&docid=7c7228VT5Ps7vM&tbnid=Bj8-E_IfIATrNM:&vet=1&w=380&h=380&bih=572&biw=1350&q=%EF%BC%94%E6%9C%88%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%81&ved=0ahUKEwiz9eaAs5fSAhUFUbwKHRY5BsE4ZBAzCDYoNDA0&iact=mrc&uact=8


5 

 

 
４
月
３
日
（
月
）
コ
コ
ネ
リ
多
目
的
１ 

出
席
者 

青
木
・
保
坂
・
内
田
（
稚
）・

岡
田
・
内
田
（
ま
）・
菅
原
・

浜
・
宮
田
・
長
谷
川
・
宮
田 

 
 
 
 

土
橋
・
西
山 

 
 

○
司
会 
小
坂 

●
４
月
２
４
日
例
会「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
」 

担
当（
司
会
）保
坂
、（
受
付
）土
橋 

茜
、

（
準
備
）
長
谷
川 

柳
瀬 

●
５
月
２
日
バ
ス
旅
行 

締
め
切
は
４
月
２
０
日
、
昼
は
魚
料
理

２
千
円
、
練
馬
区
役
所
は
青
木
。
茜 

高
野
台
は
土
橋
が
出
席
者
を
確
認
す
る 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
関
係 

行
事
活
動
の
ア
ッ
プ
に
手
間
取
る
た
め 

４
月
分
よ
り
岡
田
へ
の
連
絡
を
以
下
の

担
当
と
す
る
。（
写
真
な
り
イ
ラ
ス
ト
も

併
せ
同
送
す
る
） 

自
彊
術
＆
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
・
長
谷
川
、 

役
員
会
＆
校
正
・
西
山
、 

湧
く
わ
く
講
座
＆
発
送
・
青
木
、 

シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
・
内
田
（
稚
） 

ま
ゆ
の
会
・
浜
、
歩
こ
う
会
・
茜 

や
す
ら
ぎ
会
・
内
田
（
ま
）、 

お
し
め
た
た
み
・
菅
原
、 

カ
レ
ー
作
り
・
土
橋
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
体
管
理
は
保
坂 

●
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」
関
連 

チ
ラ
シ
・
チ
ケ
ッ
ト
作
成
は
内
田
、
４

月
２
７
日
の
印
刷
・
発
送
時
に
印
刷
、 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
５
月
２
３
日
の
校
正
時 

＊
本
件
の
会
計
は
土
橋
・
西
山
が
担
当 

●
総
会
資
料
に
つ
い
て 

サ
ー
ク
ル
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
は
終
了
、
今
期
事
業
計
画
は
大
筋

合
意
を
得
て
、
昨
年
度
事
業
報
告
と
と

も
に
１
２
日
ま
で
内
田
宛
送
付
、
今
期

活
動
方
針
を
含
め
メ
ー
ル
等
で
推
敲
を

重
ね
，
２
０
日
に
校
正
を
行
い
。
５
月

１
５
日
に
印
刷
・
製
本
の
段
取
り 

●
５
月
号
健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
と

行
事
案
内
の
確
認 

●
菅
原
さ
ん
は
都
合
に
よ
り
５
～
６
月

と
お
休
み
、
柳
瀬
さ
ん
は
シ
ネ
マ
ク
ラ

ブ
に
専
任（
次
期
役
員
に
は
な
ら
な
い
）

村
松
さ
ん
は
９
月
よ
り
復
帰
の
予
定 

●
事
務
局
よ
り
の
お
願
い 

役
員
会
の
司
会
者
は
あ
ら
か
じ
め
送
ら

れ
て
き
た
議
案
に
関
し
て
は
内
容
を
よ

く
咀
嚼
し
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
司
会
進

行
に
留
意
し
て
頂
き
た
い 

＊
次
回
役
員
会
５
月
１
日
（
月
） 

＊
校
正
５
月
２
３
日
（
火
）） 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
１ 

＊
印
刷
・
発
送
５
月
３
０
日
（
火
） 

 
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
１
会
議
室 

＊
定
期
総
会
５
月
２
５
日
（
木
） 

コ
コ
ネ
リ
・
ホ
ー
ル 

 

（
文
責
・
西
山
） 

 

 
 

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

◆
ニ
ュ
ー
ス
（
割
付
・
校
正
）
９
名 

３
月
２
３
日
（
木
）
コ
コ
ネ
リ 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

菅
原
美
佐
子 

小
坂 

茜 

西
山
重
和 

長
谷
川
直
子 

 
 

土
橋
昌
子 

岡
田
陽
子 

内
田
ま
さ
子 

◆
ニ
ュ
ー
ス
（
印
刷
・
発
送
）
１
４
名 

３
月
２
８
日
（
火
）
学
習
セ
ン
タ
ー 

 
 

青
子
玲
子 

保
坂
武
雄 

西
山
重
和 

 
 
 
 
 
 

 

岡
田
陽
子 

土
橋
昌
子 

宮
田
頼
子 

 
 

 

橋
本 

光 

高
山
節
子 

内
田
ま
さ
子 

 

嶋
木
和
子 

今
村
安
江 

高
橋
保
孝 

葛
谷
豊
子 

石
毛
栄
子 

 

◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

 
 
 

（
４
月
・
小
茂
根
） 

高
村
直
子 

清
水
マ
ツ
子 

 

篠
崎
玲
子 

大
久
保
晴
子 

鷺
池
聰
子 

八
木
ふ
み
子 

 

◆
「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
会
」 

 
 
 

（
４
月
１
４
日
） 

 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
６
階 

 
 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
２
０
人
分 

 
小
林
良
子 

清
水
マ
ツ
子 

篠
崎
玲
子 

大
久
保
晴
子 

鷺
池
聰
子 

 

◆「 

な
べ
さ
ん
の
湧
く
わ
く
囲
碁
講
座
」 

 
 
 
 

（
４
月
２
０
日
） 

渡
邊
一
雄 

青
木
玲
子 
保
坂
武
雄 

◆
「
南
町
小
学
校
安
心
安
全
ボ
ラ
」 

４
月 

内
田
ま
さ
子 

内
田
稚
代 

 

◆
「
や
す
ら
ぎ
会
」
厚
生
文
化
会
館 

４
月 

７
日 

出
席
者 

１
２
名 

 
 

２
１
日 

 

〃 
 

１
３
名 

 

中
村
清
さ
ん
（
天
）
一
等
賞 

４
月
９
日
開
催
の
練
馬
区
俳
句
連

盟
の
大
会
に
て
中
村
清
さ
ん
の
句
が
、

２
５
２
人
中
一
番
（
天
・
地
・
人
）
の

天
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

選
者
は
黒
田
杏
子
氏
と
言
う
高
名

な
俳
人
で
す
。 

傲
慢
に 

生
き
る
も
一
生 

 
 
 
 
 
 
 

寒
に
逝
く 

日
頃
か
ら
研
鑽
に
励
ん
で
お
ら
れ
る 

中
村
清
さ
ん
な
ら
で
は
の
快
挙
で
す
。 

 

会
員
の
須
田
秋
美
さ
ん
が
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

俳
句 

 
 
 

中
村
清 

春
た
け
な
わ
ち
旅
の
雑
誌
を 

め
く
り
け
り 

 

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
内
で
手
を
振
る 

泪
の
子 

一
歩
一
会
春
の
街
行
く
じ
ゅ
ん
散
歩 

紙
を
漉
く
卒
業
証
書
の
依
頼
と
か 

背
景
に
水
車
ゴ
ッ
ト
ン
春
の
川 
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春の日帰りバス旅行 

～ 館林つつじが岡公園・東武トレジャーガーデン・茂林寺 ～ 

★日時：５月２日（火） 当日はチラシをご持参下さい。 

★集合場所 / 時間  練馬区役所東庁舎前・午前８：００出発  

          高野台駅ピーコック前・午前８：１５出発 

★参加費：9,000円（バス代・有料道路・昼食・見学料金・保険） 

★連絡先: 土橋3970 -3451    内田 3992-8338 

※２日前以降のキャンセルは返金出来ませんのでご了承下さい。 

 

                          

    

 

                 

    

２０１７年（２９年度） ５ 月 行 事 案 内 

▼ １日（月）１０：００「役員会」 ココネリ多目的１ 

▼ １日（月）１３：００「まゆの会」段々巾着 ココネリ多目的１・２ 

▼ ２日（火）「健生会日帰りバス旅行」区役所東館前 8:00出発 高野台駅ピーコック前 8:15出発  

▼ ５日（金）１２：００「やすらぎ会」厚生文化会館 

▼ ６日（土）１０：００「自彊術」第1.2.3.(土) 桜台地域集会所（環７脇の出張所２F） 

▼ ６日（土） ８：３０「歩こう会」練馬大江戸線改札口８：３０集合 

▼１０日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼１２日（金）１０：００「きららカレー作りボランティア」豊玉すこやかセンター 

▼１５日（月）１２：００～「総会資料、印刷・作成  多目的１ 

▼１７日（水）１３：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター  

▼１８日（木）１４：００「なべさんの湧くわく講座」はつらつセンター豊玉（改名） 

▼１８日（木）１６：３０「なべさんの湧くわく囲碁講座」豊玉すこやかセンター 

▼１９日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼１９日（金）１２：００「やすらぎ会」厚生文化会館  

▼１９日（金）１０：００「練馬健康連絡会」関保健相談所 

▼２３日（火）１０：００「ニュース校正」ココネリ・多目的１ 

▼２５日（木）１０：００「総会」ココネリホール西３/１ 9:30受付開始 10:00 開始 

▼３０日（火）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター 第１会議室  

▼３１日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

 

 

  

 

 

    

 

  

 

編 

集 

後 

記 

 

今
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
も
本
当
に
役
員

の
皆
様
が
心
を
籠
め
て
書
い
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
心
か
ら

嬉
し
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

役
員
は
今
、
総
会
資
料
の
作
成
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
一
年
の
毎
月
の
内
容

を
皆
様
が
参
加
し
た
い
と
思
え
る
よ
う

に
し
た
い
と
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。 

 

２
年
後
に
は
創
立
３
５
周
年
の
記
念

誌
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
念
誌
に
は

出
来
る
だ
け
多
く
の
会
員
の
言
葉
を
載

せ
た
い
の
で
、
今
か
ら
ど
う
ぞ
「
話
の
ひ

ろ
ば
」
へ
の
寄
稿
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

巻
頭
言
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
後
な

ど
に
皆
様
か
ら
の
感
想
を
お
電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
聞
か
せ
て
く
だ
さ
る
と
本
当
に

嬉
し
く
て
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
ど
の
よ
う
な
感
想
で
も
巻
頭
言
を
書

い
た
人
に
直
接
お
電
話
な
り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

新
宿
御
苑
の
歩
こ
う
会
に
、
参
加
し
ま

し
た
が
、
今
年
は
沼
津
、
目
黒
川
、
善
福

寺
川
、
上
野
公
園
、
東
京
国
立
博
物
館
庭

園
、
千
川
通
り
、
哲
学
堂
、
と
お
花
見
三

昧
を
し
ま
し
た
が
、
花
の
時
期
が
最
高
だ

っ
た
の
は
新
宿
御
苑
、
目
黒
川
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｒ
．
Ａ
． 
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